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防災センター機能の再編及び防災・防火設備等の運用体制の検討状況

・「首里城正殿の防火対策」（令和３年３月とりまとめ）を踏まえ、防災・防火設備等の運用体制
や防災センター機能の再編等を検討するにあたり、防災シミュレーションを実施している。

■防災シミュレーションの概要
（目的）首里城公園の防災・防火対策に係る運用面の検証を行うため、想定される発災状況を複数

設定し、運用上の課題の抽出及び対応方針を検討する。

（確認・検討事項等）
１．発災時の対応の手順の確認
２．運用上の課題の抽出
３．必要な体制（人員等）の把握
４．迅速な判断が求められる対応の確認（指揮命令系統の検討）
５．運用上の課題への対応方針の検討（ハード・ソフトの調整事項）

令和３年度の検討事項② 防災センターの整備方針の策定 【ハード】防災・防火設備等

首里城公園内の施設の整備段階等に応じた首里城公園全体の防災センター機能を整理し、防
災・防火設備等や防災体制等の適切な配置を検討した上で、県営公園区域内の防災センターの整
備方針（機能、規模、位置、全体工程等）を策定する。

令和３年度の検討事項③ 防災・防火設備等の運用体制に関するルール等の策定
【ソフト】防災体制等

首里城公園内の施設の整備段階等に応じた防災・防火設備機能の配置案を踏まえ、防災・防火
設備等の運用体制や自衛消防隊の体制を整理し、運用体制等の構築に必要な指揮命令系統や人員
配置、教育・訓練等の基本的なルール等を策定する。



○正殿内部の出火を想定した防災シミュレーションの実施

※第２回首里城公園管理体制構築検討委員会（11/10）

○その他のケースの防災シミュレーションの実施
○各ケースの結果及び首里城公園における訓練の状況等を踏まえた
防災センター機能の役割分担や配置人員の発災時対応等の検討

※第３回首里城公園管理体制構築検討委員会（１月頃開催予定）

○城郭外の防災センター機能の整備方針（位置、規模、整備時期等）の検討
○防災・防火設備等の運用体制に関するルール等の検討

※第４回首里城公園管理体制構築検討委員会（３月頃開催予定）

検討事項②③の今後の予定（案）
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正殿関連の
ハード・ソフト
の調整事項

※ハード・ソフトの調整事項は、
随時、国・県で調整を行う。



＜参考＞首里城公園における火災総合訓練等の実施
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首里城公園では、首里城正殿等の火災から２年となる１０月３１日に、那覇市消防局との合同
訓練を含む火災総合訓練を実施した。
日 時：令和３年１０月３１日（日）５：３０～６：３０、６：３０～７：００
場 所：世誇殿 ※首里城公園（有料区域）
参加者：首里城公園自衛消防隊（夜間：７名、昼間：約160名）、那覇市消防局職員、国、県

訓練内容：
○夜間体制火災防御合同訓練（那覇市消防局・首里城公園自衛消防隊 合同）
閉園時間中に、世誇殿で火災が発生した際の初期消火及び通報、緊急車両の誘導、消防へ

の引き継ぎ等を行い、その後、那覇市消防局による消火活動を行う。

○昼間体制火災総合訓練（首里城公園自衛消防隊）
開園時間中に、世誇殿で火災が発生した際の初期消火、通報、来園者の避難誘導、救護及

び緊急車両の誘導、消防への引継ぎまでを行う。

夜間体制の訓練（世誇殿への放水） 昼間体制の訓練（ケガ人の避難誘導）


